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「ヘルンフートの星」

・ 2学院史資料センター所蔵資料の紹介〈9〉
　星のひかり、再び

・ 22025年度  南島原市×西南学院大学博物館
　連携10周年特別展「終戦80年 戦争を辿る」を開催

・ 3「歴代宣教師チャペル講話集の刊行に際して」

・ 4寄贈資料・活動記録

資料センターのご利用について

　西南学院の歴史に関する資料利用をご希望の方は、事前にメールまたは
お電話にて当センターへご連絡ください。
　なお、資料の閲覧は、原則として館内のみとし、館外貸し出しはいたしませ
ん。また、資料の撮影・複写および刊行物等への掲載をご希望の場合にも許
可が必要となります。急な問い合わせについては対応いたしかねる場合がご
ざいますので、予めご了承ください。

平日（月－金）　9：00～17：00
夏季休暇［8/10－8/16］、キリスト降誕祭［12/25］、
年末年始休暇［12/28－1/5］を除く

TEL：092-823-3920　e-mail: swarc@seinan-gu.ac.jp

中牟田 広子、城﨑 有沙

資料センター事務局

寄贈資料 2025.1.1～12.31

安部健一氏：『西日本文化』2025.1、No.513、1点

淀川勝次氏：台信達二先生追悼集『信・望・愛』、他13点

松崎尚志氏：『児童教育50年の歩み：幼な子とともに』、他多
米満勇佑氏：「完泳 2024」、1点

渡邊浩之氏：雪景色の大学博物館、1点
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加藤髙穂氏：アサ会関係資料、3点

中山昌弘氏：田中遵聖先生とアサ会、1点

吉田雅俊氏：旧制高等学部関係写真、他18点

淺川弘幸氏：1960年度大学卒業アルバム、写真他27点

活動記録 2025.1.1～12.31

2025
会議：2024年度第4回バプテスト資料保存・運営委員会

発行：『一粒の麦』8号

借用：『西南学院七十年史』上巻、他３点

発行：『西南学院アーカイヴズ』3号

複写：『SEINAN VIEWS』、1点

複写：西南シャントゥール、第45回定期演奏会プログラム、1点

会議：2025年度第1回学院史資料センター運営委員会

研修：全国大学史資料協議会西日本部会

2025年度総会・第1回研究会（近畿大学）

閲覧：入学案内(1988～2000)

会議：2025年度第1回西南学院アーカイヴズ編集委員会

複写：文学部社会福祉学科開設10周年記念誌(2010.12.4)、1点

複写：事務局研修年報No.5(2000年度)、他4点

閲覧：社会福祉学科(仮称)申請関係資料、他7点

会議：2025年度第1回バプテスト資料保存・運営委員会

会議：2025年度第2回バプテスト資料保存・運営委員会

研修：全国大学史資料協議会西日本部会

2025 年度第2 回研究会（追手門学院大学）

借用：戦時中の英語のテキスト、他５点

会議：2026年度臨時西南学院アーカイヴズ編集委員会

閲覧：100周年記念事業チラシ〈１〉2013～2016年、1点

閲覧：2005年 国際文化学部設置(定員増)届出書、

国際文化学部設置(定員増)届出認可書、他29点

複写：教養部教授会記録1968-1973年、他12点

借用：大学教員懇談会記録(１)、他２点

閲覧：1974年 大学教員修養懇親会、他29点

複写：讃美歌第一第二合本(1915年)、１点

複写：昭和39年 大学教員修養懇親会、他20点

閲覧：宗教部週報『使者』vol.1-16、他４点

移管：キリスト教活動支援課より定期刊行物

複写：1974年大学教員修養懇親会、他２点

閲覧：大学教員修養懇親会(１)、他４点

閲覧：1974年 国際文化学部/文学部国際文化学科

昭和51年4月開設パンフレット、他25点

閲覧：学生便覧1974、1981-1990、2005-2007年度、他２点

借用：国際文化学部全般、１点

複写：学生便覧 1980、他17点

閲覧：大学教員修養懇親会(２)(３)、他２点

複写：学生便覧 1976-2010、他２点

複写：大学紛争についての写真「旧2号館前のバリケード」、１点

複写：西南中学部便り 第7・８・１３・１４・１５・１７号、他４点

複写：学院創立90周年関係資料、他４点

研修：〔東西〕全国大学史資料協議会

2025年度総会ならびに全国研究会（大阪大学）

会議：2025年度第3回バプテスト資料保存・運営委員会

閲覧：西南学院グリークラブ 40年の歩み１点

会議：2025年度第2回学院史資料センター運営委員会

研修：令和7年度 画像保存セミナー日本写真学会

（東京都写真美術館）

研修：福岡共同公文書館 施設見学会（福岡共同公文書館）

複写：『2023 西南学院と干隈の思い出』、他5点

会議：2025年度第2回西南学院アーカイヴズ編集委員会

複写：航空写真 1955年頃、他14点
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ランキン・チャペルでのキャンドルサービス

歴代宣教師チャペル講話集の刊行に際して

2025年のアドベント期間中に、百年館1階ホールにて「ヘル
ンフートの星」の展示（表紙に写真掲載）を行った。このオー
ナメントは、第16代院長L.K.シィートの時期(1996～2003年)
に、創立者C.K.ドージャーの孫にあたるC.M.ドージャー氏と
ご家族より「ドージャー達の記念として」学院に贈られた。正
確な時期は不明であるが、あわせて保管されていたオーナメ
ントには「チャールズ・ドージャー氏より贈呈　2003・11・29」
という記録が残されている。院長室で飾られたのち、資料セ
ンターに移管された。
この「ヘルンフートの星」はドイツ、ヘルンフートにある兄弟
団で160年以上前に考案され、現在も同地で製作が続けら
れている。共同体の寄宿舎で幾何学を学ぶために考案され
た教材から、アドベントの装飾へ発展したという歴史があり、
17本の四角錐と8本の三角錐からなる25本の突起を持つと
いう星の形状が厳密に守られ続けている。
　現在、資料センターでは所蔵資料の整理と保管環境の改
善に注力しており、その作業のなかで、このヘルンフートの星
が故障した状態で保管庫に置かれたままとなっていることが
判明した。今回の展示にあたっては、施設課技能・労務室の
ご協力のもと、照明部分の修理、展示台の作成が行われた。

　銘板で引用されている“MATT. 
5:14-16”（「『マタイによる福音書』 
第5章14～16節」）で語られている
「世の光」のように、暗く寒い時期
に柔らかな光を再び灯すことが
でき、収蔵資料の活用の面でも
意義があった。

創立百周年を記念して開設された学院史資料セ
ンターには、百年史刊行後にアーカイヴズ委員会、
バプテスト資料保存・運営委員会の両委員会が設
置され、学院の歴史と建学の精神の継承と発信を
目的に掲げて活動している。前者は2023年より毎
年『西南学院アーカイヴズ』を、後者は不定期なが
ら、学院に奉職した宣教師に関する研究を形にし
てきたが、2026年5月には歴代宣教師チャペル講
話集『時を越えて－西南学院に学び、働くあなたへ
のメッセージ』の刊行を予定している。この企画は、
2024年度の学院史資料センター通信『一粒の麦』
7号に紹介された資料センター所蔵の大学チャペ

ル講話の音声記録資料に続く刊行物である。その記事に、「チャペルアワーはキリスト教教育の主体であり、建学の精
神『西南よ、キリストに忠実なれ』を標榜する学院の根幹をなすもの」とある。本学の建学の精神は創立者C.K.ドー
ジャーの遺訓として伝えられているが、そうであれば、本学に生涯を捧げた他の宣教師たちの本学院に対する祈りと
期待もまたいかばかりであったかと思わざるを得ない。そこに宣教師チャペル講話をまとめる意義がある。
大学チャペルは、開催形式の変遷はあるものの、現在は前期・後期の通年、毎週火曜日から木曜日の毎日、１限目
と２時限目の間に行われている。25分間という短さながら、学生・教職員が一堂に会するコミュニティーの貴重な時
間として、開学以来途切れることなく続けられている。そこに時々、卒業生も顔を見せる。そのような機会に、歴代宣教
師たちは建学の精神と西南スピリットを言葉に乗せて伝えて来た。現在、学院に宣教師はいない。そうであるからこ
そ、更なる建学の精神の継承と涵養のために宣教師の言葉を残す必要が求められ、この度の企画の運びとなった。
講話集のタイトルは当該委員会の委員から提案された複数の案の中から、最も主旨を反映しているものが選ばれた。
実際の作業は、大学チャペルの音源を管理するキリスト教活動支援課の協力を得て、資料センター事務局によって
進められた。このように他部署との連携でプロジェクトが進められたことは喜ばしい。事務局は、録音された音源のうち
2022年度に資料センターへ移管された1976年度から2014年度までの計3,419回の講話の講話者名と講話タイトル
を一覧表にまとめて基礎資料を作成し、当該委員会の各委員に提供して検討を求め、出された意見を取りまとめた
後に掲載の候補として絞り込まれた講話をデジタル化して最終判断の資料とするなどの手間のかかる労を担った。
委員たちも本務の傍ら、協議を通して11回分まで絞り込まれたすべての講話を聞き、最終的に講話集に納める5回分
の講話を確定した。結果的には、院長など役職者の宣教師が創立記念日や大学の諸式典で語った講話が大多数
を占めたが、これは言葉を変えれば、それらの機会に建学の精神と学院のスピリットが最も色濃く反映されたと言う
ことでもある。そういう意味では、宣教師は建学の精神を体現する存在であったとも言える。私学のカラーと強みはこ
こにあると言ってよい。
講話集に収められた宣教師たちは、学院や大学の役職者であると同時に、教員でもあった。宣教師として、教育者
として、そして役職者として、建学の精神をいかに伝えようとしたのだろうか。『時を越えて－西南学院に学び、働くあな
たへのメッセージ』と言うタイトルが示す通り、それぞれの講話は、時を越えて、我ら学院の関係者に語りかけると共
に、そうすることを期待してもいるだろう。願わくは、本企画がその一助となる出版物となることを願ってやまない。

学院史資料センター所蔵資料の紹介 〈9〉

星のひかり、再び

西南学院大学博物館と南島原市は研究・教育に関する協定を結んでおり、連携特別展を年一回
開催している。2025年は連携10周年と戦後80年という節目の年であったため、戦時中の南島原市
と西南学院をテーマとして連携特別展を開催した。なかでも第Ⅱ期は、戦時中の学校と教育をテー
マとし、奉安所に取り付けられていた「菊花紋章」や戦時中に発行された「西南学院中学部便り」、
「『古事記』偽装の英語教科書」などを展示した。
これらの資料を辿ると、キリスト教主義学校である西南学院が、戦時中に軍国主義教育に染まっ
てしまったことが明瞭に見えてくる。来館者からの反響は大きく、もっと様々な資料を見てみたいとい
う声もいただいた。
悲惨な歴史を繰り返さないために、今後も西南学院が所有する戦争関連資料を様々な機会で活
用していきたい。

2025年度  南島原市×西南学院大学博物館  連携10周年特別展
「終戦80年 戦争を辿る」を開催

バプテスト資料保存・運営委員会委員長
金丸　英子

■会期：第Ⅰ期2025年8月9日～9月16日、
 第Ⅱ期9月18日～10月26日
 (※会期終了)

■会場：有馬キリシタン遺産記念館
企画展示室

展示の様子『古事記』偽装の英語教科書

「ヘルンフートの星」に付された銘板“IN MEMORY OF THE ＤOZIERS”

ドージャー家から2003年に
送られたオーナメント




